
MAR．’98

　
　
月
　
…

3平成
10年

帆、
㌔
◎
、Nα562

発行　宮崎県東臼杵郡東郷町　・編集　総務課　TEL69－2111

あ
た
た
か
き
冬
の
朝
か
な
う
す
い
た
の

　
　
細
長
き
舟
に
　
耳
川
下
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
牧
水

本
町
青
年
団

駅
伝
六
会
で
健
閲
ノ

　
一
月
十
八
日
（
日
）
、
牧
水
公
園
を
ス

タ
ー
ト
し
、
西
郷
村
を
ゴ
ー
ル
と
す
る

第
四
十
回
東
臼
杵
郡
青
年
駅
伝
大
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
本
町
青
年
団
も
九

区
間
中
＝
一
つ
の
区
間
で
区
間
賞
を
獲

得
し
三
画
面
り
に
三
位
入
賞
を
果
た

し
ま
し
た
。
来
年
は
ぜ
ひ
優
勝
し
、
さ

ら
に
東
郷
町
青
年
団
の
意
気
を
見
せ

て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

ζ
一

人口5，410人（6）

　男　2，559人　（3）

　女2，851人（3）

世帯数1，726戸（△2）

　平成10年2月1日現在

　　（）は精査月比

．
蕪
翼
融
ぎ
義
海
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　　　　　ら鰯塾弓こ”り②

　
第
二
回
若
山
牧
水
賞
が
早
稲
田
大

学
教
授
で
歌
集
「
旅
人
」
を
出
版
さ
れ

た
佐
佐
木
幸
綱
氏
に
決
定
し
、
二
月

六
日
（
金
）
に
授
賞
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。　
若
山
牧
水
賞
は
日
本
の
短
歌
史
に

▲小林町長と佐佐木氏（牧水公園にて）

偉
大
な
足
跡
を
残
し
た
わ
が
町
の
誇

る
国
民
的
歌
人
「
若
山
牧
水
」
の
業
績

を
永
く
顕
彰
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

県
、
県
教
育
委
員
会
、
宮
崎
日
々
新
聞

社
、
延
岡
市
、
東
郷
町
が
主
体
と
な
っ

て
昨
年
か
ら
創
設
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
宮
崎
観
光
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
た
授

賞
式
で
は
、
選
考
委
員
、
文
化
関
係

者
、
短
歌
愛
好
者
な
ど
約
六
百
五
十

名
の
見
守
る
中
、
牧
水
賞
運
営
委
員

会
委
員
長
の
松
形
祐
尭
知
事
が
表
彰

状
と
副
賞
な
ど
を
贈
呈
。
引
き
続
き

選
考
委
員
の
伊
藤
一
彦
氏
が
プ
ロ

フ
ィ
ー
ル
紹
介
、
ま
た
、
同
じ
く
選
考

委
員
の
大
岡
信
、
馬
場
あ
き
子
両
氏

が
受
賞
作
と
な
っ
た
「
旅
人
」
の
新
し

さ
や
意
義
な
ど
に
つ
い
て
講
評
を
行

い
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
佐
佐
木

氏
は
、
「
牧
水
と
は
昔
か
ら
ご
縁
が
あ

り
、
こ
う
い
う
賞
を
い
た
だ
い
て
と

て
も
う
れ
し
く
思
う
。
」
と
謝
辞
を
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
佐
佐
木
氏
は
翌
七
日
、
本
町
を
訪

れ
牧
水
記
念
館
に
立
ち
寄
り
、
町
長

ら
と
と
も
に
田
舎
料
理
に
舌
鼓
を
う

ち
、
牧
水
生
誕
の
地
を
満
喫
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
佐
佐
木
氏
は
平
成
八
年

に
本
町
で
開
催
さ
れ
た
年
輪
ピ
ッ
ク

短
歌
大
会
の
際
に
講
演
を
さ
れ
ま
し

た
の
で
今
回
が
二
回
目
の
訪
問
で
し

た
。　
午
後
は
延
岡
市
の
野
口
記
念
館
で

「
牧
水
と
早
稲
田
大
学
」
と
題
し
受

賞
記
念
講
演
を
さ
れ
ま
し
た
。
講
演

で
佐
佐
木
氏
は
、
牧
水
の
短
歌
約
八

千
首
の
中
か
ら
教
科
書
に
掲
載
し
た

と
い
う
三
首
の
短
歌
「
忘
却
の
　
か

げ
か
さ
び
し
き
　
い
ち
に
ん
の
　
人

あ
り
旅
を
　
な
が
れ
渡
れ
る
」
「
旅
人

の
　
か
ら
だ
も
い
っ
か
　
海
と
な
り

五
月
の
雨
が
　
降
る
よ
港
に
」
「
海
鳥

の
　
風
に
さ
か
ら
ふ
　
一
な
ら
び
一

羽
く
つ
れ
て
　
み
な
く
つ
れ
た
り
」

を
紹
介
し
、
牧
水
が
国
木
田
独
歩
の

「
武
蔵
野
」
を
愛
読
し
て
い
た
こ
と
、

坪
内
迫
間
の
授
業
が
好
き
で
実
生
活

の
美
学
と
し
て
自
然
主
義
を
実
践
し

て
い
た
よ
う
に
思
え
る
こ
と
、
性
格

的
に
あ
る
意
味
で
執
着
心
の
な
い
無

常
感
を
持
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か

と
い
う
こ
と
な
ど
分
か
り
や
す
く
話

さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
こ
の
牧
水
賞
の
価
値
が
さ
ら

に
高
め
ら
れ
、
文
化
の
香
り
高
い
東

郷
町
が
ま
す
ま
す
発
展
し
て
い
く
よ

う
に
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

喚ζ　一8　響｝
　▲牧水について語る佐佐木幸綱氏
　　と伊藤一彦氏（生家にて）

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせくださいく総務課情報係⑲2111㈹まで〉

　　　　　　　　コ

唄
芝
居

　
一
月
二
十
五
日
（
日
）
、
東
郷
町
婦

人
祭
に
あ
わ
せ
て
岡
山
県
哲
西
町
牧

水
顕
彰
会
主
催
の
唄
芝
居
「
牧
水
」
が

披
露
さ
れ
ま
し
た
。
芝
居
の
内
容
は
、

「
牧
水
」

明
治
四
十
年
牧
水
が
早
稲
田
大
学
四

年
生
の
夏
休
み
の
こ
。
帰
省
の
途
中

に
備
中
と
備
後
の
国
境
（
現
在
の
哲

西
町
）
を
歩
き
二
本
松
峠
を
通
り
、
熊▲牧水が熊谷屋で酒をこちそうになる場面

～

岡
山
県
哲
西
町
牧
水
顕
彰
会

谷
屋
と
い
う
宿
屋
で
温
か
い
も
て
な

し
を
受
け
た
牧
水
が
、
全
国
的
に
も

有
名
な
「
幾
山
河
越
え
さ
り
行
か
ば

…
…
…
」
の
歌
を
作
り
あ
げ
る
と
い

う
も
の
で
す
。
国
境
か
ら
熊
谷
屋
を

出
発
す
る
ま
で
に
出
会
っ
た
馬
子
や

花
嫁
、
子
ど
も
た
ち
、
村
人
と
の
心
の

ふ
れ
あ
い
を
美
し
い
旋
律
に
の
せ
て

表
現
し
た
こ
の
唄
芝
居
は
、
私
達
を

た
い
へ
ん
感
動
さ
せ
て
く
れ
る
も
の

で
し
た
。

▲唄芝居のフィナーレ

　
哲
西
町
牧
水
顕
彰
会
の
会
長
代
行

で
一
座
を
率
い
た
監
督
の
羽
場
幹
恵

さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
の
で
紹

介
し
ま
す
。

▲羽場幹恵さん

Q
こ
の
唄
芝
居
を
や
る
こ
と
に

な
っ
た
き
っ
か
け
は
？

A
　
「
幾
山
河
…
…
」
の
歌
が
哲
西
町

で
生
ま
れ
た
と
い
う
こ
乏
で
、
そ
の

と
き
の
様
子
を
町
に
住
む
主
婦
の
方

が
シ
ナ
リ
オ
と
し
て
書
き
あ
げ
、
そ

れ
に
学
校
の
先
生
が
メ
ロ
デ
ィ
ー
を

つ
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
そ
こ
で

せ
っ
か
く
そ
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る

の
な
ら
ば
、
当
時
村
の
人
た
ち
が
牧

水
を
ど
の
よ
う
に
迎
え
て
送
っ
た
か

ぜ
ひ
再
現
し
て
み
よ
う
と
い
う
こ
と

に
な
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。

Q
構
成
メ
ン
バ
ー
は
。

A
　
平
成
8
年
に
公
募
し
ま
し
た
。

現
在
小
学
生
6
人
を
含
む
約
五
十
人

ほ
ど
で
構
成
し
て
い
ま
す
。

Q
　
お
芝
居
の
中
で
苦
労
さ
れ
た
こ

と
は
。

A
　
み
ん
な
そ
れ
ぞ
れ
違
う
仕
事
を

持
っ
て
い
ま
す
の
で
練
習
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
が
あ
わ
ず
そ
の
調
整
に
苦

労
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
仕
上
げ
の
段

階
で
は
み
ん
な
一
丸
と
な
っ
て
頑

張
っ
て
く
れ
ま
し
た
よ
。

Q
　
牧
水
の
里
を
訪
れ
た
感
想
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

A
　
水
、
空
気
が
き
れ
い
で
施
設
も

す
ば
ら
し
く
自
然
い
っ
ぱ
い
の
町
だ

と
思
い
ま
し
た
。
牧
水
が
ふ
る
さ
と

を
思
う
気
持
ち
が
分
か
る
よ
う
な
気

が
し
ま
す
。
そ
れ
と
思
っ
て
い
た
よ

り
坪
谷
川
が
大
き
か
っ
た
の
に
す
こ

し
び
っ
く
り
し
ま
し
た
ね
。

Q
　
最
後
に
今
後
の
抱
負
を
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

A
　
牧
水
に
関
わ
り
な
が
ら
自
主
的

な
活
動
を
続
け
、
文
化
の
香
り
高
い

町
づ
く
り
の
一
端
を
担
っ
て
い
き
た

い
で
す
ね
。
そ
れ
か
ら
今
後
哲
西
町

と
東
郷
町
が
牧
水
を
通
じ
ま
す
ま
す

交
流
が
深
め
ら
れ
れ
ば
い
い
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈総務課情報係⑳2111（14）まで〉
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慧

　
一
一
月
八
日
（
日
）
牧
水
公
園
を
メ
イ
ン
会
場
に
第
十
八
回
牧
水
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
と

同
じ
コ
ー
ス
で
行
わ
れ
た
レ
ー
ス
で
し
た
が
、
今
年
は
、
昨
年
と
違
い
強
風
の
吹
く
き
び
し
い
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
中

で
の
大
会
と
な
り
ま
し
た
。
と
き
に
は
立
っ
て
い
る
だ
け
で
も
飛
ば
さ
れ
そ
う
に
な
る
く
ら
い
冷
た
く
強
い
風
が
吹

い
て
い
ま
し
た
が
、
会
場
に
は
今
年
も
町
内
外
か
ら
約
四
百
名
の
ラ
ン
ナ
ー
や
応
援
者
が
訪
れ
健
脚
を
競
い
ま
し
た
。

秒
東
郷
町
、
4
位
　
稲
田
春
菜
1
3
分

34

b
東
郷
町
、
5
位
　
黒
木
優
子
1
3

分
5
8
秒
東
郷
町
、
6
位
　
山
口
恵
美

14

ｪ
0
5
秒
東
郷
町

☆
中
学
生
男
子
の
部
5
㎞

　
1
回
転
畝
原
　
潤
1
8
分
2
7
秒
東
郷

町
、
2
位
　
畝
原
光
弘
1
8
分
3
7
秒
東

郷
町
、
3
位
　
甲
斐
裕
章
1
9
分
0
1
秒

日
向
市
、
4
位
　
伊
東
正
喜
2
0
分
2
4

秒
東
郷
町
、
5
位
　
佐
藤
喜
　
2
0
分

26

b
東
郷
町
、
6
位
　
岩
田
俊
介
2
0

分
3
2
秒
東
郷
町

☆
［
般
女
子
3
㎞

・
2
9
歳
以
下

　
1
位
　
海
野
美
穂
1
1
分
0
7
秒
日
向

市
2
位
田
代
仁
美
1
4
分
5
3
秒
東

郷
町
　
3
位
　
海
野
志
津
代
1
5
分
3
9

秒
東
郷
町

・
5
9
歳
以
下

　
1
位
　
牧
口
美
津
枝
1
5
分
2
1
秒
延

岡
市
　
2
位
　
塩
月
英
子
1
5
分
4
9
秒

東
郷
町

▲わが子はやっぱりかわいいものです

い
騒
蔑

・、

茶
m
鷺
毎
ぜ

、
叢
－

漁一

n講
、
燕

▲親子で選手宣誓！

・
6
0
歳
以
上

　
1
位
　
黒
木
チ
エ
子
2
0
分
3
8
秒
日

向
市
☆
高
校
生
・
一
般
男
子
の
部
5
㎞

・
高
校
生

　
1
位
　
黒
木
哲
夫
1
8
分
0
6
秒
日
向

市
2
位
鈴
木
聖
志
1
8
分
0
9
秒
日

向
市

・
2
9
歳
以
下

　
1
位
　
平
川
英
司
1
7
分
5
6
秒
北
方

町
、
2
位
　
井
伊
史
彦
1
9
分
4
9
秒
日

向
市
、
3
位
　
那
須
幹
夫
2
4
分
2
6
秒

東
郷
町

　
・
3
9
歳
以
下

　
1
位
　
岩
崎
俊
彦
1
8
分
4
4
秒
延
岡

市
、
2
位
　
甲
田
伊
直
1
8
分
5
6
秒
西

郷
村
、
3
位
　
河
野
賢
一
1
9
分
1
3
秒

東
郷
町

　
・
4
9
歳
以
下

　
1
位
　
川
崎
　
薫
1
8
分
1
0
秒
日
向

市
、
2
位
　
若
本
彰
己
1
9
分
1
8
秒
日

向
市
、
3
位
　
岩
村
秀
樹
1
9
分
5
8
秒

新
富
町

　
・
5
9
歳
以
下

　
1
位
　
宮
本
　
東
1
9
分
3
6
秒
日
向

市
、
2
位
　
山
崎
日
出
男
1
9
分
4
3
秒

延
岡
市
、
3
位
　
黒
木
徳
雄
2
0
分
2
5

秒
日
向
市

　
・
6
9
歳
以
下

　
1
位
　
森
　
茂
雄
2
1
分
5
3
秒
延
岡

市
、
2
位
　
河
野
泰
廣
2
2
分
3
6
秒
日

向
市
、
3
位
　
平
川
善
市
2
2
分
5
2
秒

北
方
町

　
・
7
0
歳
以
上

大
会
成
績

☆
宣
言
タ
イ
ム
走

　
・
個
人
の
部

　
－
位
　
稲
田
美
和
（
3
秒
差
）
東

郷
町
、
2
位
　
田
口
真
衣
子
（
1
4
秒

差
）
東
郷
町
、
3
位
　
甲
斐
麻
理
（
1
7

秒
差
）
西
郷
村

　
・
親
子
の
部

　
1
位
　
海
野
テ
ル
子
・
千
佳
（
2

秒
差
）
東
郷
町
、
2
位
　
掃
本
ツ
ヨ

子
・
広
基
（
3
秒
差
）
延
岡
市
、
3
位

川
崎
正
一
・
真
由
美
（
7
秒
差
）
日
向

市☆
小
学
生
男
子
3
・
4
年
の
部
2
㎞

　
1
位
　
場
崎
寛
之
8
分
0
1
秒
日
向

市
、
2
位
　
黒
住
真
也
8
分
0
3
秒
新

富
町
、
3
位
　
小
田
将
之
8
分
1
0
秒

諸
塚
村
、
4
位
　
水
尾
慎
吾
8
分
1
2

秒
東
郷
町
、
5
位
　
田
崎
　
泰
8
分

20

b
日
向
市
、
6
位
　
安
田
勇
輝
8

分
2
8
秒
新
富
町

☆
小
学
生
女
子
3
・
4
年
の
部
2
㎞

　
1
位
　
杉
原
美
織
8
分
1
5
秒
日
向

市
、
2
位
　
那
須
安
由
子
8
分
2
2
秒

＜
お
父
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
ゴ
ー
ル
イ
ン

　
1
位
　
秋
吉
利
4
7
分
5
1
秒
日
向
市

☆
一
般
女
子
5
㎞

　
・
4
9
歳
以
下

　
1
位
　
田
中
ツ
ギ
ミ
2
3
分
5
8
秒
延

岡
市
、
2
位
　
西
田
里
子
2
6
分
2
2
秒

延
岡
市

　
・
（
5
0
歳
以
上
）

　
1
位
　
黒
木
絹
子
2
3
分
0
5
秒
東
郷

町
、
2
位
　
川
崎
サ
ダ
子
2
6
分
4
0
秒

延
岡
市
、
3
位
　
秋
吉
登
美
4
5
分
5
2

秒
日
向
市

☆
高
校
生
・
一
般
男
子
の
部
1
0
㎞

　
・
高
校
生

　
1
位
　
水
野
　
歩
3
9
分
5
5
秒
東
郷

町　
・
一
般

　
1
位
　
鯵
坂
健
夫
3
6
分
4
6
秒
延
岡

市
、
2
位
　
金
丸
　
修
3
9
分
3
8
秒
宮

崎
市
　
3
位
　
黒
木
農
夫
男
4
0
分
1
5

秒
日
向
市

ψ

日
向
市
、
3
位
　
松
岡
亜
矢
乃
8
分

30

b
日
向
市
、
4
位
　
杉
原
伊
織
8

分
3
1
秒
日
向
市
、
5
位
　
三
浦
真
美

8
分
3
9
秒
日
向
市
、
6
位
児
玉
直
子

8
分
4
0
秒
日
向
市

☆
小
学
生
男
子
5
・
6
年
の
部
2
㎞

　
1
位
　
甲
斐
晴
規
7
分
3
3
秒
日
之

影
町
、
2
位
　
那
須
勇
太
7
分
5
0
秒

日
向
市
、
3
位
　
中
田
大
輔
7
分
5
8

秒
諸
塚
村
、
4
位
　
山
口
浩
介
8
分

04

b
延
岡
市
、
5
位
　
川
崎
浩
二
8

分
0
5
秒
延
岡
市
、
6
位
　
佐
藤
哲
平

8
分
1
3
秒
延
岡
市

☆
小
学
生
女
子
5
・
6
年
の
部
2
㎞

　
1
位
　
杉
原
詩
織
7
分
5
9
秒
日
向

市
、
2
位
　
梅
田
美
沙
子
8
分
1
8
秒

日
向
市
、
3
位
　
柏
田
麻
衣
8
分
2
0

秒
日
向
市
　
4
位
児
玉
朋
恵
8
分
2
4

秒
日
向
市
　
5
位
　
黒
木
沙
代
子
8

分
3
8
秒
日
向
市
　
6
位
　
菊
谷
麻
衣

8
分
4
5
秒
東
郷
町

☆
中
学
生
女
子
の
部
3
㎞

　
1
位
　
森
崎
わ
か
な
1
3
分
1
3
秒
綾

町
、
2
位
　
甲
斐
智
恵
美
1
3
分
1
3
秒

東
郷
町
、
3
位
　
那
須
奏
伊
1
3
分
1
9

短
歌
尾
三
二
歌
会

　
十
三
歳
の
面
影
の
残
る
同
窓
会

ψ
　
寅
年
生
ま
れ
の
少
な
く
な
り
ぬ

，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
鈴
子

φ
　
ア
フ
リ
カ
で
難
民
救
済
に
奉
仕
す
る

，
　
孫
の
活
躍
の
テ
レ
ビ
に
映
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
ピ
サ

　
な
ら
は
し
に
汲
む
若
水
は
湯
気
た
ち
て

φ　
厨
に
新
し
き
年
の
始
ま
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
キ
ヌ
子

　
瑠
璃
色
の
波
砕
け
散
る
鵜
戸
宮
に

ψ
　
心
清
し
く
生
き
む
と
思
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
村
富
貴
子

　
初
春
の
朝
降
り
つ
ぐ
雨
ぬ
く
く

“
木
々
の
雫
に
心
安
ら
ぐ

9
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
山
貞
代

　
虎
の
尾
を
踏
ま
ぬ
思
ひ
に
こ
の
年
の

　
交
通
事
故
の
無
事
故
を
祈
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
浦
園
男

　
白
じ
う
と
日
射
し
に
乾
く
浜
の
烏
賊

　
か
す
か
に
潮
の
匂
ひ
残
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寺
原
八
重
子

　
餓
鬼
の
如
く
酒
食
り
し
政
治
家
ら

　
ぬ
く
ぬ
く
と
と
し
て
年
改
ま
る

ψ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
多
茂
雄

　
恥
く
れ
し
指
の
太
き
を
誇
り
み
し

　
伯
父
の
遺
影
に
今
日
は
額
ず
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
橋
口
忠
孝

　
芹
採
る
と
か
っ
て
歩
き
し
畑
の
道

　
茅
の
茂
り
て
ひ
と
株
も
な
し

ψ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
植
野
茂
樹

　
受
付
の
窓
に
飾
り
し
千
両
の

…　
や
さ
し
き
色
に
心
や
す
ら
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
木
富
子

　
子
ら
の
指
す
く
な
く
な
り
し
古
里
か

　
陽
射
し
の
淡
き
庭
に
梓
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
木
幸
美

9
家
建
て
し
祝
ひ
に
言
葉
か
る
き
甥

　
金
払
ふ
二
十
年
に
は
触
れ
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
野
美
智
雄

一　
山
門
を
く
ぐ
れ
ば
聞
こ
ゆ
読
経
の

…　
澄
み
し
リ
ズ
ム
に
心
な
ご
み
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
村
秋
男

～　答
え
な
く
も
臥
し
い
る
妻
に
話
し
か
く

一　
付
き
添
う
友
は
体
揉
み
つ
つ

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
村
吉
市
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③農業×夢＝認定農業者
前
川
浩
規
さ
ん

　
　
　
　
　
（
二
二
）

　
今
月
は
前
川
浩
規
さ

ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し

た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

・
認
定
農
業
者
制
度
に
つ
い
て

　
現
下
の
農
業
情
勢
の
厳
し
い
中
に

お
い
て
前
向
き
に
努
力
し
て
い
く
制

度
と
し
て
有
利
だ
と
思
い
ま
す
。
今

後
は
自
信
の
経
営
改
善
を
明
確
に
把

握
し
実
践
し
て
い
く
覚
悟
で
す
。

・
経
営
状
況
と
改
善
方
法

　
現
在
茶
園
二
百
五
十
ア
ー
ル
を
専

業
と
す
る
経
営
を
行
っ
て
お
り
、
収

穫
時
に
は
雇
用
を
入
れ
て
い
ま
す
。

平
成
七
年
度
に
行
政
指
導
の
も
と
防

霜
フ
ァ
ン
の
導
入
に
よ
り
、
　
一
番
茶

が
従
来
よ
り
も
一
週

間
か
ら
十
日
く
ら
い

摘
み
取
り
が
早
く
な

り
、
二
～
三
番
茶
も

霜
害
に
あ
う
こ
と
な

く
有
利
な
販
売
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
今
は
植
裁
し

て
五
十
年
近
く
な
る

在
来
種
を
「
ヤ
ブ
キ

タ
、
高
千
穂
、
オ
ク
ミ

ド
リ
、
ミ
ナ
ミ
サ
ヤ

カ
、
ヤ
マ
ナ
ミ
」
な
ど

の
品
種
に
更
新
植
裁

す
る
よ
う
頑
張
っ
て

い
ま
す
。
管
理
技
術

と
し
て
は
低
農
薬
散

布
、
有
機
肥
料
主
体

の
栽
培
を
中
心
に
き

り
か
え
高
品
位
製
茶

生
産
に
務
め
て
い
ま

す
。
今
後
は
、
加
工
施

設
等
の
指
導
支
援
を

関
係
機
関
に
お
願
い

し
ま
す
。

農
業
経
営
改
善
支
援

セ
ン
タ
ー

専
任
職
員
の
；
戸

佐
藤
義
貞

　
認
定
農
業
者
制
度
事
業
の
推
進
を

お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
き
な
が
ら

考
え
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
を
お
話
し
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
農
業
×

夢
一
女
性
で
す
。
つ
ま
り
東
郷
町
で

は
農
業
で
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
い

ら
っ
し
ゃ
る
女
性
が
た
く
さ
ん
お
ら

れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
和
牛
生
産
の
経
営
で
十
頭
以
上
飼

育
さ
れ
今
後
も
拡
大
し
よ
う
と
さ
れ

て
い
る
方
、
花
卉
栽
培
を
し
て
い
る

方
、
養
豚
経
営
を
さ
れ
て
い
る
方
、
七

十
歳
半
ば
で
生
産
牛
を
飼
育
さ
れ
て

い
る
方
、
農
産
加
工
所
で
食
品
加
工

研
究
と
販
売
促
進
に
努
力
さ
れ
て
い

る
グ
ル
ー
プ
な
ど
、
人
生
最
高
の
幸

と
喜
び
で
あ
る
健
康
づ
く
り
の
原
点

を
有
機
農
業
で
生
産
す
る
農
産
物
を

摂
取
す
る
こ
と
に
あ
る
と
信
じ
る
女

性
が
非
常
に
多
い
こ
と
を
実
感
し
て

い
ま
す
。

　
以
上
申
し
ま
し
た
女
性
の
夢
を
更

に
大
き
く
、
強
く
、
深
く
し
て
い
く
た

め
に
町
内
の
農
業
に
携
わ
る
女
性
の

集
い
を
毎
年
開
催
し
て
い
く
よ
う
な

体
制
が
と
れ
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
。

畜
産
だ
よ
り

　
1
月
期
子
牛
セ
リ
市
の
本
町
か
ら

の
出
荷
分
の
結
果
、
及
び
最
高
額
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

東
臼
杵
郡
市
セ
リ
（
一
月
期
）
6
5
頭

　
雌
平
均

　
去
勢
平
均

　
合
計
平
均

最
高
額

　
雌
の
部

　
羽
坂
　
血
統

3
8
3
、
9
8
9
円

4
8
9
、
8
2
5
円

4
5
5
、
8
6
2
円

　
　
福
永
マ
ス
ミ
　
ふ
く
か
ね
号

　
　
　
隆
桜
・
糸
目
・
目
安

　
　
　
　
6
3
8
、
4
0
0
円

去
勢
の
部

仲
深
　
黒
田
成
光
　
秋
信
号

　
血
統
　
安
平
・
糸
蘭
・
奥
高

　
雌
平
均

　
去
勢
平
均

　
合
計
平
均

最
高
額

　
雌
の
部

　
庭
田

　
　
血
統

児
湯
郡
市
セ
リ
（
［
月
期
）
1
9
頭

　
　
　
　
　
4
6
1
、
5
5
0
円

　
　
　
　
　
4
6
5
、
5
7
0
円

　
　
　
　
　
4
5
7
、
9
1
0
円

　
　
赤
松
春
義
　
は
る
こ
号

　
　
　
福
桜
・
安
平
・
糸
秀

　
　
　
　
7
0
1
、
4
0
0
円

去
勢
の
部

山
ノ
ロ
　
田
代
栄
一
　
杉
恵
号

　
血
統
　
上
福
・
糸
秀
・
隆
美

　
　
　
　
5
7
2
、
2
5
8
円
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バレンタインデーと贈り物
　二月十四∈ヨのバレンタインデーにはプレゼントを贈った方、もらった方それぞれいらっしゃることと思いま

すが、日本では贈り物をする機会が特に多いようですね。お歳暮、お中元、旅行のお土産、家に訪問するとき

の手みやげなどの習慣は私の国では普通ではありません。また、バレンタインデーに対するホワイトデーも他

の国では知られているかもしれませんがイギリスではこれも未知の習慣です。イギリスでのバレンタインデー

は、男女がプレゼントを交換しますがそれはロマンチックな関係にある人だけがこうして、あとは匿名で贈り

ます。ですから、お父さんや職場の上司にチョコレートをあげるのは不思議な感じがします。そして、日本の

「義理チョコ」という習慣は西洋のバレンタインデーの精神に反していると思います。同僚だからあげなく

ちゃ、もらったからあげなくぢやという気持ちで贈り物をすることはバレンタインデーとは別のものだと思う

のです。

　イギリスでは贈り物をする機会が少ないので贈り物に対する恩義やお返しの苦労はあまりありません。（あ

る程度プレゼントを返礼するのは礼儀ですが大した義務ではありません。）もちろん日本のように贈り物をす

ると日常において人間関係を円滑なものにするという利点はあると思います。しかし、そうなると知り合いに

対する出費が多くなり経済的にもたいへんです。どうしてせっかく旅行をするのにたくさんの時間とお金をお

土産のために使うのでしょうか。どうしてめったに知らない人のために結婚式にたくさんの祝儀をつつむので

しょうか。私達外国人にとっては本当に理解しがたいものです。日本では贈り物をすることももらうことも分

離した動作ではないようですが、外国人がプレゼントに対し必ずしも返礼をしないということは、礼を失して

いるわけでもなく、また、あつかましさを示すものでもありません。

××XXX×X××XX×××XXX×〉〈〉〈〉〈〉〈〉〈〉〈〉〈〉コぐ〉〈〉〈〉〈〉〈〉〈〉〈〉〈〉〈一（〉く

團
囮
囲
圏
囚
回

☆
道
路
交
通
法
の
「
部
改
正

　
平
成
九
年
十
一
月
の
回
報
で
平
成

九
年
十
月
三
十
日
施
行
さ
れ
た
道
路

交
通
法
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
し
た
が
、
今
回
は
平
成
十
年
四

月
か
ら
施
行
さ
れ
る
改
正
点
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。

・
運
転
免
許
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

な
い
期
間
の
延
長

　
道
路
交
通
法
に
違
反
す
る
な
ど
し

て
、
免
許
を
取
り
消
さ
れ
た
者
は
、
最

長
で
五
年
間
（
現
行
は
三
年
間
）
そ
の

者
が
免
許
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
り
ま
す
。
そ
の
対
象
は
車
使
用

の
故
意
に
よ
る
死
傷
事
件
、
酒
酔
い

運
転
に
よ
る
死
亡
ひ
き
逃
げ
事
件
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

・
申
請
に
よ
る
免
許
の
取
り
消
し

　
身
体
機
能
の
低
下
を
自
覚
す
る
な

ど
に
よ
り
、
免
許
を
失
効
さ
せ
た
い

と
要
望
す
る
者
は
、
公
安
委
員
会
に

免
許
の
取
り
消
し
を
申
請
す
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

申
請
に
よ
り
取
り
消
さ
れ
た
免
許
の

下
位
免
許
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
つ
ま
り
、
第
二
種
免
許
を
第
一
種

免
許
へ
、
大
型
免
許
を
普
通
免
許
へ
、

あ
る
い
は
普
通
免
許
を
原
付
免
許
だ

け
に
、
と
運
転
で
き
る
免
許
種
別
の

変
更
や
す
べ
て
の
免
許
の
取
り
消
し

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

・
最
高
速
度
違
反
、
過
労
運
転
車
両

の
使
用
者
に
対
す
る
措
置

　
車
両
の
運
転
手
が
最
高
速
度
違

反
、
ま
た
は
過
労
運
転
を
し
た
場
合

に
は
、
公
安
委
員
会
は
車
両
の
使
用

者
に
対
し
て
、
最
高
速
度
違
反
ま
た

は
過
労
運
転
を
防
止
す
る
た
め
の
必

要
な
指
示
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
指
示
後
一
定
期
間
内
に
同

様
の
違
反
行
為
が
行
わ
れ
た
と
き

は
、
自
動
車
の
使
用
を
制
限
す
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
現

行
法
で
は
、
放
置
自
転
車
や
過
積
載

の
違
反
行
為
に
伴
う
当
該
違
反
車
両

の
使
用
期
限
の
規
定
が
あ
り
ま
す
が

こ
の
度
の
改
正
で
、
最
高
速
度
違
反

と
過
労
運
転
違
反
が
追
加
に
な
っ
た

も
の
で
す
。

☆
危
険
な
少
年
の
刃
物
携
帯
！

　
最
近
、
中
学
生
及
び
高
校
生
が
バ

タ
フ
ラ
イ
ナ
イ
フ
等
を
使
用
し
て
殺

傷
事
件
を
起
こ
す
事
案
が
相
次
い
で

発
生
し
、
少
年
非
行
の
凶
悪
化
を
象

徴
す
る
も
の
と
し
て
、
大
き
な
社
会

問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
バ
タ

フ
ラ
イ
ナ
イ
フ
等
の
刃
物
を
正
当
な

理
由
も
な
く
、
装
飾
品
（
ア
ク
セ
サ

リ
ー
）
や
護
身
用
と
し
て
持
ち
歩
く

こ
と
は
、
銃
刀
法
違
反
と
し
て
処
罰

さ
れ
ま
す
。
子
供
の
持
ち
物
に
関
心

を
持
ち
、
日
頃
か
ら
家
庭
内
で
の
指

導
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈総務課情報係⑲2111㈹まで〉
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講まちのアルバム
ソで　　ぴ　ぴ @　ノ

／1月16劃回「子供の声を聞く会」…執細面

…間鞭…肺……榊榊榊
開

　東郷町青少年健全育成町民会議主催の第1回子供の声を聞く

会が中央公民館で行われました。これは、青少年が自分の考え

や意見を堂々と発言できる能力を高めると共に、青少年の考え
方や意見を聞く機会を設定することを趣旨としています。発表
に先立ち善行児童・生徒（三人）・団体（三団体）の表彰が行わ

れました。その後町内各小中学校のそれぞれの代表が7分間の

持ち時間で自分の意見を堂々と発表しました。なかでも「ふる
さと」に対する意見が多く自分達の住む町がもっともっと良く

なってほしいという気持ちがひしひしと伝わってきました。
・鱒崩●・剛騨噂■D鴫鱒齢．喝■脚鵬腸」・鞭岡鵬■・●●■勲・鵬勝噌■齢幽鱒■駆開鵬9’齢●脚’●鰺●騨’●■騨●■臣■■ひ■■脚醐脚’●嗣齢鱒圏炉纈■一■■●’剛●oト・lo脚鴫閣

第19回東郷町婦人祭1月25日旧）
茎
　
1
’
，

　平成9年度第19回東郷町婦人祭が約500名の参加者のもと町総

合文化センターで行われました。開会行事終了後、福瀬の塩月英子

さん、迫野内の成實智子さん、坪谷の井伊トキ子さんの三人が日頃

の活動で感じたこと、考えていることなどを堂々と発表し、会場の皆

さんもうなずきながら聞き入っていました。意見発表後は、研究主題

　「自然環境を守り、生きがいと活力ある地域づくりに果たす婦人の

役割」に合わせて「地球温暖化と環境」と題した内嶋宮崎公立大学

長の講演。午後は岡山県哲西町の唄芝居「牧水」とたいへん充実

した婦人祭となりました。

鱒

鞭櫛騨静嚇　聯撒瀞騨O・．lo開，・囎聰，噌開開，・鱒開1，・剛開，弔1開，・u唱●9・露麗帥呵lll19・鵬。”・硝●●，・51111g・・開開■。朔n・騨醐n・鱒■函閲関”噸1開，喝。開，噌騨・●巳●巳。・嘲嶋卜剛嗣陣●鵬9。●鱒髄▽嘲鰍弔1

　　　　　　　　　新有権者意見発表
　1月29日㈱　　　　大会に参加

　毎年恒例の第31回新有権者意見発表大会が延岡市のカル

チャープラザのべおかで開催されました。今年は本町から坪谷
多武ノ木の三浦康伸君（20歳）が出場、『今、私が考えること』

と題し、20歳を迎えた現在の心境や今後の豊富、新有権者とし

ての心構えなどを発表しました。

讐懸繕難癖轡ll襲

◎一ひφ一”””一一9φ，一一〇9”φ一一一一の”””ひ一”φφ　　一　ひ　ψφ

鎌
瀬
◎
圖

嚢
、
繋ノ
〆

隔

離
園
θ
團
回

☆
★
☆
坪
谷
保
育
園
☆
★
☆

肇

　
　
　
ず

」
驚
・

互　　　　　　　　　坪谷　市谷原の

の翼灘
犠ガ
▲「うさぎをみたよ」

轟1

　坪谷　本村の

寺原圭亮くん（4歳）

　父：寺原一生さん

　母：　文子さん

0好きな食べ物は何ですか？

　イカ、アイス

○好きな遊びは何ですか？

　ブランコ、すべり台

O大きくなったら何になりたい

　ですか。

　ボケモン

Q
轡

○好きな食べ物は何ですか？

　肉、そうめん

○好きな遊びは何ですか？

　じゃんけんゲーム

O大きくなったら何になり

　たいですか。

　おもちゃ屋さん

ゼぼご

1
｝
～
1

響

▲「ぼくのすきなあそび」

★町田に関するご意見・ご感想をおきかせくださいく総務課情報係⑭2111㈹まで〉

　　　　　　　⑨鞘】」弓こ”つ

町
史
編
纂
室
だ
よ
り
①

　
平
成
七
年
度
か
ら
東
郷
町
の
町
史

編
纂
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

が
、
現
在
各
分
野
ご
と
の
原
稿
も
ほ

ぼ
整
い
つ
つ
あ
り
ま
す
。
し
か
し
な

が
ら
、
ま
だ
不
完
全
な
原
稿
も
あ
り
、

古
い
写
真
や
文
献
も
ほ
し
い
と
こ
ろ

で
す
。
町
史
に
掲
載
し
た
ら
よ
い
の

で
は
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
物
件
を
お

持
ち
の
方
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
ぜ
ひ

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
本
町
の
町
史
は
県
史
編
纂
室
顧
問

の
永
井
哲
雄
先
生
に
監
修
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
。
今
月
か
ら
永
井
先
生

に
東
郷
町
の
歴
史
の
紹
介
を
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　
羽
坂
区
の
「
辰
手
明
神
」

　
今
度
、
町
史
を
編
纂
す
る
こ
と
に

な
り
、
久
し
ぶ
り
に
明
手
明
神
に
詣

で
た
。
町
史
編
纂
の
仕
事
は
ま
ず
資

料
を
目
で
確
か
め
る
こ
と
か
ら
始
ま

る
。
「
早
手
明
神
」
と
い
っ
て
も
地
元

の
方
々
以
外
は
あ
ま
り
ご
存
知
な
い

で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
宮
崎
県
指
定
文

化
財
（
昭
和
四
十
六
年
六
月
十
一
日

指
定
）
冠
嶽
権
現
の
「
梵
鐘
」
が
保
護

さ
れ
て
い
る
祠
堂
と
聞
け
ば
「
あ
の

や
し
ろ

社
」
か
と
納
得
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
十
年
ぶ
り
に
梵
鐘
と
対
面
し
た
。

驚
い
た
こ
と
に
前
回
伺
っ
た
と
き
に

　
　
　
　
　
　
り
ゅ
う
ず

見
え
な
か
っ
た
「
龍
頭
」
（
梵
鐘
の
頭

の
部
分
の
装
飾
）
が
見
出
さ
れ
て
い

た
。
改
め
て
銘
文
の
一
字
一
字
を
確

か
め
た
。
素
晴
ら
し
い
好
天
気
に
境

内
か
ら
東
に
冠
岳
が
望
め
、
同
祠
堂

が
冠
嶽
大
権
現
の
露
華
所
の
位
置
に

あ
る
こ
と
に
気
づ
い
た
。
冠
岳
の
端

か
ら
昇
る
朝
日
も
信
仰
の
対
象
で
あ

ろ
う
。

　
お
願
い
し
て
御
本
地
仏
を
拝
観
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
。
は
じ
め
て
見
る

本
地
仏
は
「
懸
仏
」
の
お
薬
師
観
音
仏

で
あ
っ
た
。
ま
た
ご
神
体
は
、
「
山

鉾
」
で
手
厚
く
「
真
綿
」
に
く
る
ま
れ

て
い
た
。
こ
の
真
綿
は
、
羽
坂
地
区
が

養
蚕
が
盛
ん
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語

る
。
豊
か
な
産
物
を
祈
願
し
て
奉
納

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
主
要
な
産
物

が
麻
や
麻
布
で
あ
っ
た
地
域
で
は
、

麻
や
麻
布
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。
ム

ラ
の
産
物
は
生
活
を
支
え
る
。
生
活

は
、
即
信
仰
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
る
。

お
そ
ら
く
冠
嶽
権
現
で
も
入
詞
地
区

で
も
っ
と
も
厚
く
信
仰
さ
れ
て
い
る

御
日
待
様
（
ア
マ
テ
ラ
ス
オ
オ
ミ
カ

ミ
）
の
権
現
と
さ
れ
る
鏡
も
奉
納
さ

れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

　
諸
手
明
神
に
は
中
世
か
ら
近
世
ま

で
の
神
仏
習
合
の
信
仰
の
形
が
よ
く

残
さ
れ
、
中
世
以
来
冠
岳
が
修
験
道

の
行
場
と
し
て
注
目
さ
れ
た
こ
と
と

あ
わ
せ
て
、
地
域
の
人
々
の
厚
い
信

仰
の
歴
史
を
改
め
て
学
ん
だ
。
（
こ
の

稿
を
な
す
に
あ
た
っ
て
寺
原
和
正
氏

の
ご
協
力
を
得
ま
し
た
。
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
）

東
郷
町
国
民
健
康
保
険
病
院

　
　
　
日
高
孝
紀

　
皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
も
う
す

ぐ
春
で
す
。
寒
さ
を
乗
り
切
っ
て
頑

張
り
ま
し
ょ
う
。

　
さ
て
、
今
月
は
痛
風
、
そ
の
原
因
と

な
る
高
尿
酸
血
症
に
つ
い
て
お
話
し

し
ま
す
。
痛
風
発
作
の
多
く
は
足
の

親
指
の
手
前
側
の
激
痛
に
あ
り
ま

す
。
多
く
は
腫
れ
て
、
赤
く
な
り
、
熱

感
が
あ
り
全
身
に
熱
が
出
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
痛
み
は
放
置
し
て
も
一

週
間
ぐ
ら
い
で
治
ま
っ
て
き
ま
す

が
、
そ
の
後
も
尿
酸
値
が
高
く
放
置

す
る
と
発
作
の
感
覚
が
短
く
な
り
慢

性
化
し
て
く
る
可
能
性
も
あ
り
ま

す
。
尿
路
結
石
も
起
き
や
す
く
ま
た
、

重
傷
の
痛
風
で
は
し
だ
い
に
関
節
破

壊
と
腎
不
全
が
進
ん
で
き
ま
す
。

　
血
清
尿
酸
値
は
、
体
重
の
増
加
、
ア

ル
コ
ー
ル
摂
取
、
仕
事
量
の
増
加
や

過
労
、
運
動
に
よ
り
増
加
し
や
す
い

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
治
療
す
る
薬

と
し
て
は
発
作
時
に
は
痛
み
止
め
、

そ
の
後
は
尿
酸
を
排
泄
す
る
薬
と
、

尿
酸
生
成
を
抑
え
る
薬
の
い
ず
れ
か

を
用
い
る
こ
と
が
多
い
で
す
。

　
日
常
生
活
で
は
、
以
下
の
こ
と
に

気
を
つ
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。

一、

塩
b
を
と
り
す
ぎ
た
り
、
逆
に
絶

食
す
る
と
尿
酸
値
が
高
く
な
り
ま

す
。
肥
満
者
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
摂
取
を
控

え
、
徐
々
に
体
重
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。

二
、
ア
ル
コ
ー
ル
は
体
内
で
尿
酸
が

作
ら
れ
る
の
を
促
進
し
、
さ
ら
に
尿

酸
が
尿
か
ら
排
泄
さ
れ
る
の
を
妨
げ

る
の
で
控
え
目
に
し
ま
し
よ
う
。

三
、
肉
、
卵
等
は
尿
が
酸
性
化
し
や
す

く
尿
酸
が
腎
臓
に
沈
着
し
た
り
（
腎

障
害
）
、
尿
路
結
石
が
で
き
や
す
く
な

る
の
で
あ
ま
り
取
り
過
ぎ
な
い
よ
う

に
し
ま
し
よ
う
。

四
、
動
脈
硬
化
を
促
進
さ
せ
る
高
血

圧
症
や
高
脂
血
症
、
糖
尿
病
な
ど
の

合
併
が
高
率
に
見
ら
れ
る
の
で
、
そ

の
あ
た
り
の
治
療
も
行
い
ま
し
ょ
う
。

五
、
外
食
の
ポ
イ
ン
ト
は
カ
ツ
丼
、
鰻

丼
の
よ
う
な
単
品
よ
り
、
定
食
で
野

菜
な
ど
も
同
時
に
と
れ
る
よ
う
な
も

の
が
よ
い
で
す
。

　
そ
れ
で
は
今
月
は
こ
の
辺
で
。

表
紙
へ
牧
水
の
う
た
の
解
説

　
東
郷
町
立
歪
曲
小
学
校
に
卒
業
記

念
と
し
て
建
立
、
平
成
元
年
一
月
十

八
日
除
幕
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
二

手
の
歌
碑
は
、
も
う
一
基
、
冠
橋
（
東

郷
町
山
陰
切
瀬
）
に
あ
り
ま
す
。
こ
の

歌
は
、
明
治
四
十
五
年
牧
水
が
郷
里

で
詠
ん
だ
も
の
で
、
第
八
歌
集
「
砂

丘
」
に
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
牧
水
は
、
明
治
四
十
五
年
七
月
、
父

危
篤
の
報
を
受
け
て
坪
谷
に
帰
り
ま

し
た
。
父
の
病
気
は
心
配
し
た
ほ
ど

で
も
な
か
っ
た
の
で
、
東
京
へ
す
ぐ

帰
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、

家
族
や
親
類
の
人
た
ち
か
ら
郷
里
で

の
就
職
を
す
す
め
ら
れ
ま
し
た
。
牧

水
は
悩
み
ま
し
た
。
毎
a
の
よ
う
に

二
階
の
薄
暗
い
部
屋
に
こ
も
っ
て
、

読
書
や
考
え
ご
と
の
日
々
を
過
ご
し

ま
し
た
。
父
の
死
（
大
正
元
年
十
一
月

十
四
日
）
後
も
、
家
に
と
ど
ま
り
母
を

安
心
さ
せ
る
よ
う
言
わ
れ
ま
し
た
。

彼
も
こ
の
ま
ま
坪
谷
に
留
ま
っ
て
み

よ
う
か
と
も
考
え
ま
し
た
が
、
就
職

口
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
牧
水
は
郷
里
滞
在
中
に
美
々
津
や

都
農
、
宮
崎
に
行
っ
て
い
ま
す
が
、
当

都
甲
欣
　
一

時
は
、
山
陰
か
ら
高
瀬
舟
で
耳
川
を

下
っ
て
行
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
牧

水
は
子
供
の
時
母
に
連
れ
ら
れ
て
舟

で
耳
川
を
下
り
、
は
じ
め
て
美
々
津
で

海
を
見
て
驚
き
ま
し
た
。
そ
の
時
の
思
い

出
も
、
こ
の
歌
に
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。
（
東
郷
町
内
歌
碑
め
ぐ
り
）

　
　
　
　
擁
轟
　
藤

　
　
　
　
・
舞

　
　
　
　
覧
肖
肖…

鮮
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奨
学
生
募
集

　
平
成
1
0
年
度
の
奨
学
生
を
募
集
い

た
し
ま
す
。

▽
申
込
資
格

　
町
内
に
本
籍
を
有
す
る
者
、
ま
た

は
、
町
内
に
引
き
続
き
5
年
以
上
在

住
し
、
現
に
居
住
す
る
者
で
高
等
学

　
　
　
校
、
高
等
専
門
学
校
及
び
大
学
に
在

園
、

ン
　　　　　　お知らせ
く《（インフォメーショ

増
し
て
し
る
者
。
ま
た
こ
れ
か
ら
学

校
に
進
学
す
る
者
。

▽
貸
与
申
込

　
申
込
用
紙
が
、
教
育
委
員
会
事
務

局
に
準
備
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
新

し
く
申
し
込
む
方
も
継
続
し
て
利
用

さ
れ
る
方
も
在
学
証
明
書
を
必
ず
添

え
て
申
し
込
み
下
さ
い
。

▽
貸
与
額
（
予
定
）

　
高
校
生
　
月
額
　
二
万
円

　
大
学
生
　
月
額
　
三
万
円

▽
申
込
締
切
日

　
平
成
1
0
年
4
月
2
0
日
（
月
）

▽
貸
与
決
定

　
5
月
中
旬
ま
で
に
各
保
護
者
宛
に

通
知
し
ま
す
。

※
詳
し
い
こ
と
は
教
育
委
員
会
総
務

係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

戦
没
者
の
遺
族

　
　
　
　
の
皆
さ
ん
へ

　
特
別
弔
慰
金
の
請
求
は
お
済
み
で

す
か
。
請
求
期
限
は
平
成
十
年
三
月

三
十
　
日
ま
で
で
す
。

　
戦
没
者
の
死
亡
当
時
に
三
親
等
内

で
あ
っ
た
遺
族
の
方
で
、
平
成
七
年

四
月
一
日
に
お
い
て
公
務
扶
助
料
、

遺
族
年
金
等
の
受
給
権
を
有
す
る
者

が
い
な
い
場
合
に
、
一
定
の
条
件
を

満
た
せ
ば
特
別
弔
慰
金
と
し
て
額
面

四
十
万
円
、
十
年
償
還
の
国
債
が
支

給
さ
れ
ま
す
。

　
支
給
さ
れ
る
の
は
、
弔
慰
金
受
給

権
者
、
戦
没
者
の
子
、
父
母
、
兄
弟
姉

妹
、
戦
没
者
と
一
年
以
上
生
計
関
係

の
あ
る
三
親
等
内
親
族
の
う
ち
も
っ

と
も
順
位
の
高
い
お
　
人
で
す
。

　
請
求
手
続
き
の
お
済
み
で
な
い
方

は
、
役
場
福
祉
生
活
課
で
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

み
や
ざ
き
フ
ラ
ワ
ー

　
　
プ
エ
ス
タ
9
8

　
宮
崎
に
春
の
訪
れ
を
告
げ
る
「
み

や
ざ
き
フ
ラ
ワ
ー
フ
ェ
ス
タ
」
が
今

年
も
宮
崎
市
青
島
の
「
こ
ど
も
の
く

に
」
を
メ
イ
ン
会
場
と
し
て
3
月
1
4

日
（
土
）
～
4
月
5
日
（
日
）
ま
で
開

催
さ
れ
ま
す
。
今
年
も
本
町
の
牧
水

公
園
が
共
催
会
場
と
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
た
く
さ
ん
の
花
に
囲
ま
れ
た

牧
水
公
園
に
も
ぜ
ひ
お
い
で
く
だ
さ

い
。

　
ま
た
、
メ
イ
．
ソ
会
場
の
「
こ
ど
も
の

く
に
」
の
入
場
整
理
券
の
前
売
り
を

行
っ
て
い
ま
す
。
通
常
の
価
格
よ
り

百
円
安
く
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
購
入
く
だ
さ
い
。
な
お
、
入
場
券

に
は
い
ろ
い
ろ
な
特
典
も
つ
い
て
い

ま
す
。

前
売
り
券
価
格

　
・
大
人
並
　
　
1
枚
5
0
0
円

　
・
こ
ど
も
券
　
1
枚
3
0
0
円

販
売
期
間

　
平
成
1
0
年
2
月
1
日
～
4
月
3
日

購
入
先

　
東
郷
町
役
場
　
企
画
財
政
課

　
牧
水
公
園
内
（
株
）
ふ
る
さ
と
公
社

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険

　
　
に
つ
い
て

　
平
成
1
0
年
度
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険

の
受
付
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
子
供

会
や
運
動
ク
ラ
ブ
、
文
化
・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
な
ど
5
人
以
上
の
団
体

で
あ
れ
ば
加
入
で
き
ま
す
。
加
入
し

て
万
　
の
け
が
や
賠
償
責
任
、
突
然

死
な
ど
の
事
故
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

▽
問
い
合
わ
せ

　
（
財
）
ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
宮
崎
県

支
部
▽
魍
0
9
8
5
（
5
8
）
5
6
3
3

※
申
込
用
紙
は
、
教
育
委
員
会
に
用

意
し
て
あ
り
ま
す
。

春
の
全
国
火
災
予
防
運
動
始
ま
る
1
1
…

　
　
　
3
月
1
日
～
3
月
7
日

　
つ
け
た
火
は

　
　
ち
ゃ
ん
と
消
す
ま
で

　
　
あ
な
た
の
火

映
画
「
秋
桜
（
コ
ス
モ

　
　
ス
）
」
の
上
映

　
東
郷
町
エ
イ
ズ
教
育
（
性
教
育
V
推

進
委
員
会
で
は
、
文
部
省
の
地
域
指

定
を
受
け
て
平
成
8
年
度
か
ら
エ
イ

ズ
教
育
の
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
今
や
エ
イ
ズ
は
世
界
的
な
問
題

と
な
り
、
日
本
で
も
エ
イ
ズ
患
者
・

感
染
者
が
増
加
の
現
状
に
あ
り
ま

す
。
身
近
な
問
題
と
し
て
、
エ
イ
ズ
を

正
し
く
理
解
し
、
偏
見
や
差
別
を
持

た
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
そ
こ
で
、
当
推
進
委
員
会
で
は

エ
イ
ズ
を
取
り
扱
っ
た
映
画
「
秋
桜
」

を
次
の
と
お
り
上
映
し
ま
す
。
多
く

の
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

▽
日
時
　
平
成
1
0
年
3
月
1
3
日
（
金
）

　
　
　
　
午
後
7
時
～

▽
場
所
　
東
郷
町
総
合
文
化
セ
ン

タ
ー
※
児
童
に
つ
い
て
は
保
護
者
同
伴
で

お
願
い
し
ま
す
。

▽
入
場
料
無
料

心
配
こ
と
相
談

▽
日
時
　
3
月
1
7
日
（
火
）
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
林
業
研
修
館

愈
講

　
忌
明
け
と
し
て
、
次
の
方
か
ら
町

社
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会
福
祉
の
た

め
の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

「
2
月
5
日
ま
で
に
受
付
し
た
分
」

◎
小
野
田
の
木
村
秋
男
さ
ん
か
ら

（
マ
ツ
ヱ
さ
ん
・
9
4
歳
逝
去
）

般
寄
付

　
坪
谷
の
甲
斐
實
さ
ん
、
鶴
野
内
の

中
田
雪
枝
さ
ん
か
ら
快
気
祝
い
と
し

て
社
会
福
祉
協
議
会
へ
善
意
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
（
一
月
届
出
分
）

出
生
お
め
で
と
う

稲
田
成
一
郎

矢
　
　
野
　
弘

松
尾
寿
文

桑
原
伶
汀

氏
名

一
男

認 文
明
智
春

羅
葛

田
　
野

坪
　
谷

鶴
野
内
仲
深
住
所

結
婚
お
幸
せ
に

（清長

��

秀子
�

名
ﾐ

　
坂
�

岡
市
�

所
ﾐ

亡
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す
ﾐ

野
　
マ
ス
エ
�

里
實
馬
�

原
森
枝
�

木
文
雄
�

原
シ
ヅ
�

村
事
エ
�

須
福
千
代
�

名
ﾐ

8歳

�

4歳

�

0歳

�

4歳

�

4歳

�

7歳

�
齢
ﾐ

野
田
�

野
内
�

野
内
�

野
内
�

野
田
�

野
田
�
深
�
所
ﾐ
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